
ほとんどがタンパク質を検山するものであるため

に,ある程度時間のたった斑痕などではタンパク

質の変性は避けられず,同法の使TT]は制限されて

しまう.近年になって,タンパク質よりも安定な

DNAを利用した物体検盗法が多く開発されるよ

うになった.DNAは有核細胞ならば必ず存在す

るため,血液だけでなく各種体細胞や毛髪からで

も抽出できるので,法医物体検査において大変有

用な生物材料となる｡今回,我々はヒトゲノム

DNA中に広く分布するAJU配列を組み込んだ

BLUR8プラスミドをプローブとして用い,検体

のDNAとドットハイブリダイゼーションを行な

い判定する方法の有用性について,数種の霊長頬

のDNAにより検討した｡

32P標識プローブを用いた方法ではヒトのゲノ

ムDNA丑が0.5ng(全血にして0.02FLl)以上ス

ポットされていれば明確な反応が認められたが,

霊長頬のDNAも交差反応を示した.すなわち,

類人猿2種と旧世界ザル5種ではヒトと同等の強

さの反応を示したはか,lng以上のDNAをスポッ

トした場合,新世界ザル3種では弱い交差反応が

詑められ,原猿頬2種でも極めて弱いながら交差

反応が認められた｡ラットのDNA20ngスポット

してもまったく反応は認められなかった｡非放射

性プローブと化学発光を用いた方法では,検出感

度の若干の低下がみられたが,交差反応について

は同様の傾向であった｡

このように.Alu配列を用いた人獣鑑別法はヒ

トと霊長類以外の下等な動物との鑑別には有効で

あることが示されたが,原猿頬以上ではAlu様

配列との交差反応が現れるようになり,特に旧世

界ザル以上の種では鑑別がきわめてEB難であるこ

とが示された｡

自由14:

霊長類の筋肉プE)チアーゼの機能に関する研究

川島誠一 (東京都老人研)

霊長規の筋機能におけるプロテアーゼの役割を

探るため.まずサル骨格筋からカルシウム依存性

中性プロテア-ゼ (CANP)の大爪析別を試み

た｡日本ザルの上下肢筋肉の粗抽Jll液を調刺し,

DEAE-セルロース･ウルトロゲル ･フェニル

セファロースなどの担体を用いたクロマトグラ

フィーにより,カルシウム感受性の只なる2種校

のCANP (FECANPとmCANP)を約割 した.

いずれのCANPも,ウサギ竹格筋から和則した

CANPと同様に,80Kサブユニットと30Kサブ

ユニットから成り,ウサギCANPと分子fTtに差

はなかった｡サルmCANP活性のカルシウム感

受性はウサギmCANPとほぼ同じであったが,

サル〟CANPの感受性はウサギ〟CANPより低

かった｡また,サル骨格筋はウサギ骨格筋に比べ

FLCANPの割合が大きいことも顕著な差であっ

た｡

自由15:

霊長類の臭気およびその成分の個体識別機能の分

析に関する研究

二木安之 (信州大)

ニホンザル,フサオマキザル,ツパイ,カニク

イザル,チンパンジー, リスザル,ワオキツネザ

ルの繁殖コロニー.放飼実験場,育成合,飼育宴

における臭気とその成分の対応と動物に特有な

｢においのコミニュケーション｣を解析すること

を目的として,霊長校研究所においてフィールド

調査を嘆究官能試験とガスクロマトおよびイオン

クロマトで機器分析した.その結軋 フサオマキ

ザルは軽いムスク様を有する動物様,ツパイは明

りょうな!.糾デ臭様,チンパンジーは明りょうな脂

様で,臭気強度は6段階臭気強度表示法で2.00-

3.33(5人のパネルの平均値),中程度の強度で

あった｡また,におい腺を用いたにおい行動で

なく尿をにおい源とした特徴的行動 (Urine-

washing;Urine-rubbing)が認められるフサオ

マキザルの尿成分を特に詳しく分析 した結果,

Cl~,PO.3-.Br-,NO3-,(COO-)2,尿酸,Na',

K+には性差が認められた｡Cl~は, ヒト尿より

低値であった｡3週間放把したバー (塩 ビ製,

110×4cm外径表面に凹凸をつけてあるものから

綿棒で少_Tnのイオン交換蒸留水でふきとったもの

をイオン交換蒸留水にサスペンジョンした)のサ

ンプルからは,Cl-,PO.い,Na',K+の消失が

認められたがSO.21は,ほとんど変化しなかった.

さらに,フサオマキザル尿中Na+/K+比は,1

以下でこれは一年未満のヒト小児に相当すること

が明らかになった｡
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